
シルバーマークは歴史と実績に支えられた

「安心と信頼」のブランド

「良質な介護サービス」を提供する事業所の証明です。
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審査部 03-5276-1603

社団法人 シルバーサービス振興会
ELDERLY SERVICE PROVIDERS ASSOCIATION

　我が国は、人口の急速な高齢化によって人類がかつて経験したこと
のない高齢化社会への変貌を続ける。この変貌する高齢社会を、常に
活力あるものにすることが社会全体に課された大きな課題である。
　この高齢社会を活力あるものとして維持、発展させるためには、高齢
者を健康面、経済面をはじめ、生活の各局面での不安から解放すること
はもとより、高齢者に就労等社会活動への参加も含めて、生きがいのあ
る生活を確保していかなければならない。一方、高齢者のニーズは、家
族形態等の変化のほか年金制度の成熟もあって益々増大し、多様化か
つ多層化していく。この増大し多様化、多層化する高齢者のニーズに対

応するには、基礎的な公的施策の一層の推進にとどまらず、高齢期に備
えて提供されるものを含め、ハード、ソフト両面にわたりサービスの多面
的な供給体制の確立が必要不可欠である。そのためには、公的施策と
創造性・効率性をもった民間サービスとが互いに役割を分担しあい、そ
れぞれの役割を果たすよう努めることが社会的に必要である。
　シルバーサービス振興会会員は、このような社会的責務を自覚し、高
齢者本位のシルバーサービスの提供を行い、シルバーサービスに対す
る社会の信頼を確保し、その健全な発展を図るために会員が守るべき
基本的事項について、倫理綱領として以下の項目を定める。

シルバーマーク認定事業者が守るべき倫理綱領（昭和63年5月策定）

衛生的な福祉用具を提供することで、他業者との差別化を図る

福祉用具の消毒工程管理認定制度をご存知ですか？

　福祉用具貸与サービスの質を確保す
るためには、商品の回収・消毒・保管・納
品といった一連の作業工程における安
全衛生管理が不可欠です。
　「福祉用具の消毒工程管理認定制
度」は、福祉用具の安全衛生管理が適
切に行われていることを第三者が確認
し、その結果を利用者に表示すること
で、適切に衛生管理された福祉用具を
提供する事業所であることを証明する
仕組みです。

食の安全、感染症対策など、安全で衛生的な
商品を選ぶことに主眼をおく利用者が急増す
る中、適切に衛生管理された福祉用具である
ことを、利用者にアピールすることができます。
①消毒効果については、専門的な検証をして
います
②専門家が審査しています
③消毒の各工程の履歴管理（トレーサビリ
ティ：traceability）を重視しています

安心と信頼の

消毒工程管理
認定マーク

消　　　 毒

http://www.espa.or.jp/
消毒工程管理認定マーク詳しくは

どのような制度なの？ 「消毒工程管理認定マーク」取得のメリットどのような制度なの？ 「消毒工程管理認定マーク」取得のメリット

（2009.12）

理 念 社会の信頼の確保 教育資質の向上 情報提供・表示の適正化

法令・基準の遵守 苦情の処理 禁止事項 所属員及び系列下の指導

http://www.espa.or.jp/
シルバーマーク制度シルバーマークに

ついては

シニアの暮らしに
役立つ情報は http://www.sil-navi.com/
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利用者 利用者

認定事業所は、原則として対象と
なる福祉用具の梱包資材に認定
シールを貼付します。そのため、福
祉用具の利用者は、納品時に安全
で衛生的な福祉用具であることが
確認できます。

認定シールはここに貼られています。
この福祉用具は「福祉用具の消
毒工程管理認定基準」に適合
した消毒工程を経たものです。

安心と信頼の

消毒工程管理
認定マーク

消　　　 毒

社団法人シルバーサービス振興会
No.A-0000000

シルバーマークに関する
お問い合わせ先
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Q
年々増大かつ多様化する高齢者のニーズに対応するため、様々なシルバーサービスが提
供されています。利用者にとっては、良質なサービス提供事業者かどうかの判断が困難
なため、良質なサービスを選ぶための目安の必要性が叫ばれました。こうした社会の要
請を受け、平成元年7月、「シルバーマーク制度」が誕生しました。基準の策定、審査、認
定等の制度運営は、社団法人シルバーサービス振興会が担っています。

A

「シルバーマーク」ってなに？ S tep 01
「シルバーマーク制度」は平成元年に創設された、
福祉サービス分野で歴史と実績のある
第三者評価制度です。

シルバーマーク制度はいつできたの？

シルバーマークは、高齢者が安心して健康に暮らすことができる、良質
なサービスや商品を提供する事業者（所）の証。本社・本部へのチェック
を行うマネジメント基準とシルバーサービスの種類ごとに設けたサービ
ス基準を、しっかりと満たした事業者（所）だけが取得できるものです。
利用者がご自身の状態に適した事業者（所）を自ら選択する上での確
かな目安となっています。

●平成元年、全国統一基準の第三者評価制度として
　誕生しました。

Q
以前は事業者単位に認定をしていましたが、平成12年4月の介護保険法施行に伴い、事
業者単位から事業所単位に変更いたしました。これにより基準を満たした事業所のみがシ
ルバーマークを取得することができます。

A
シルバーマークの認定単位は？

●事業所単位で取得できます。

Q
シルバーマーク制度は、シルバーサービスを安心して利用できるように、シルバーサービ
スについて福祉適合性（安全性・倫理性・快適性）の観点から品質の基準を定め、この
基準を満たす良質なシルバーサービスについてシルバーマークを表示することにより、
良質なシルバーサービスの提供・普及を図り、もって高齢者の福祉の増進とシルバー
サービスの健全な発展に寄与することを目的としています。 （シルバーマーク制度要綱 
第1より）

A
シルバーマーク制度の目的は？

●高齢者が安心してサービスを選択するための基準を策定
し、高齢者福祉の増進とシルバーサービスの健全な発展に
寄与することが目的です。

QA
シルバーマークを取得するメリットは？

●厳しい審査をクリアした、良質な事業者（所）だけが取得できる
シルバーマーク。利用者は安心で信頼できる事業者（所）を選択
することができます。

●シルバーマーク制度の全国統一基準に基づく審査を通して、
社内の体制を整備し、サービス内容を向上させることなどがで
き、自信を持って自社のサービスをアピールできます。

●自治体による事業者（所）への監査実施・評価制度の公表が進む
中、慌てずに確実に準備していくことができます。

シルバーマークを取得した後のフォロー体制は？

●継続して取組みを支援しています。QA
シルバーマーク
取得事業者様
の声

株式会社D　代表取締役社長Kさん

多くの事業者様から
ご満足をいただいて
おります。

シルバーマークには高い認定基準があり、取得する際は
マニュアルの作成などで大変苦労しましたが、そのとき
サービスの基盤となる体制をしっかり作り上げたからこ
そ、介護保険制度がスタートしたときもスムースに移行
できました。これまで当社が提供してきたサービスに
付加価値をつけることができたのも、シルバーマーク
でしっかり担保されていたからだと思います。

平成元年の発足以来、全国統一基準の第三者評価制度として実績を重ねています。審査
過程を通じた質の向上だけでなく、認定事業者に最新情報を提供し、スキルアップのた
めの各種研修も実施しています。サービスの質の向上を、継続して支援しています。

S株式会社　代表取締役Mさん

当時、シルバーマークはサービスの品質を保証す
る唯一の制度で、監査や更新のたびに緊張感と使命
感を持って臨んでできたことで、サービスの質を維
持していく土壌ができあがってきたと思います。教
育面においてもシルバーマークで定めている採用後
の研修などのカリキュラムを活用して、職員の質の向
上に取り組んでいます。

シルバーマークパンフ　P2-3【シルバーマークってなに？】
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Q
年々増大かつ多様化する高齢者のニーズに対応するため、様々なシルバーサービスが提
供されています。利用者にとっては、良質なサービス提供事業者かどうかの判断が困難
なため、良質なサービスを選ぶための目安の必要性が叫ばれました。こうした社会の要
請を受け、平成元年7月、「シルバーマーク制度」が誕生しました。基準の策定、審査、認
定等の制度運営は、社団法人シルバーサービス振興会が担っています。

A

「シルバーマーク」ってなに？ S tep 01
「シルバーマーク制度」は平成元年に創設された、
福祉サービス分野で歴史と実績のある
第三者評価制度です。

シルバーマーク制度はいつできたの？

シルバーマークは、高齢者が安心して健康に暮らすことができる、良質
なサービスや商品を提供する事業者（所）の証。本社・本部へのチェック
を行うマネジメント基準とシルバーサービスの種類ごとに設けたサービ
ス基準を、しっかりと満たした事業者（所）だけが取得できるものです。
利用者がご自身の状態に適した事業者（所）を自ら選択する上での確
かな目安となっています。

●平成元年、全国統一基準の第三者評価制度として
　誕生しました。

Q
以前は事業者単位に認定をしていましたが、平成12年4月の介護保険法施行に伴い、事
業者単位から事業所単位に変更いたしました。これにより基準を満たした事業所のみがシ
ルバーマークを取得することができます。

A
シルバーマークの認定単位は？

●事業所単位で取得できます。

Q
シルバーマーク制度は、シルバーサービスを安心して利用できるように、シルバーサービ
スについて福祉適合性（安全性・倫理性・快適性）の観点から品質の基準を定め、この
基準を満たす良質なシルバーサービスについてシルバーマークを表示することにより、
良質なシルバーサービスの提供・普及を図り、もって高齢者の福祉の増進とシルバー
サービスの健全な発展に寄与することを目的としています。 （シルバーマーク制度要綱 
第1より）

A
シルバーマーク制度の目的は？

●高齢者が安心してサービスを選択するための基準を策定
し、高齢者福祉の増進とシルバーサービスの健全な発展に
寄与することが目的です。

QA
シルバーマークを取得するメリットは？

●厳しい審査をクリアした、良質な事業者（所）だけが取得できる
シルバーマーク。利用者は安心で信頼できる事業者（所）を選択
することができます。

●シルバーマーク制度の全国統一基準に基づく審査を通して、
社内の体制を整備し、サービス内容を向上させることなどがで
き、自信を持って自社のサービスをアピールできます。

●自治体による事業者（所）への監査実施・評価制度の公表が進む
中、慌てずに確実に準備していくことができます。

シルバーマークを取得した後のフォロー体制は？

●継続して取組みを支援しています。QA
シルバーマーク
取得事業者様
の声

株式会社D　代表取締役社長Kさん

多くの事業者様から
ご満足をいただいて
おります。

シルバーマークには高い認定基準があり、取得する際は
マニュアルの作成などで大変苦労しましたが、そのとき
サービスの基盤となる体制をしっかり作り上げたからこ
そ、介護保険制度がスタートしたときもスムースに移行
できました。これまで当社が提供してきたサービスに
付加価値をつけることができたのも、シルバーマーク
でしっかり担保されていたからだと思います。

平成元年の発足以来、全国統一基準の第三者評価制度として実績を重ねています。審査
過程を通じた質の向上だけでなく、認定事業者に最新情報を提供し、スキルアップのた
めの各種研修も実施しています。サービスの質の向上を、継続して支援しています。

S株式会社　代表取締役Mさん

当時、シルバーマークはサービスの品質を保証す
る唯一の制度で、監査や更新のたびに緊張感と使命
感を持って臨んでできたことで、サービスの質を維
持していく土壌ができあがってきたと思います。教
育面においてもシルバーマークで定めている採用後
の研修などのカリキュラムを活用して、職員の質の向
上に取り組んでいます。

シルバーマークパンフ　P2-3【シルバーマークってなに？】
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「シルバーマーク」の認定方法と  必要事項 S tep 02
シルバーマークは
厳正な審査を経て、
認定・交付
されます。

■「シルバーマーク」の認定とスケジュール

■申請までに必要な準備は？

シルバーマーク認定基準に適合し
ているか否かは、書類による審査だ
けでなくシルバーサービス振興会調
査員の実地調査により厳正に審査
いたします。それらの結果に基づき、
消費者団体の代表、福祉・医療の専
門家、学識経験者などで構成する
「シルバーマーク基準認定委員会」
が最終審査を行い、シルバーマーク
を認定・交付します。

サービスの内容や手順、注意事項などを明記し
たマニュアルを申請時までに準備しましょう。

①事業者に係る事前チェックリスト
②事業概要報告書
③事業計画概要
④事業所一覧
⑤組織概要報告書
⑥代表者の履歴書
⑦登記簿謄本
⑧事業者の事業経歴書
⑨決算報告書
⑩事業者の理念が記載されている文書
⑪倫理規程・行動規範
⑫法令遵守マニュアル
⑬就業規則
⑭組織規程・職務分掌規程
⑮サービスのマニュアル
⑯利用者との契約書雛型・重要事項説
　明書見本
⑰パンフレット等
⑱その他

その他、サービス形態により、業務の一部を
他に業務委託している場合はその委託契
約書（福祉用具貸与サービス）、最近1ヵ月
に作成された在宅配食サービスの献立表
（在宅配食サービス）などがあります。更新
認定、追加認定はこの限りではありません。

シルバーマーク申請時に必要な書類

マニュアルの作成

シルバーマークの認定基準には、各種サービス
ごとに看護師や当会の指定研修を修了した専門
職の配置が規定されています。

職員の配置

職員採用時（配置時）には、必要な従事者研修を
実施することが義務づけられています。各種サー
ビスごとに行い、当会指定の研修機関の利用の
場合もあります。

研修の実施

各サービスごとに内容は異なり、例えば事務所、
店舗および品ぞろえ、移動入浴車、保管庫の整
備などが必要です。

必要な体制の整備

申請事業者は、申請受付可能の連絡を受けた
ら、申請手数料45,000円を当会に支払います。
このほかに認定手数料や実地調査費及び賠償
責任保険加入に関わる保険料があります。

申請費用

1 2 3 4 5 6

シルバーマーク認定事業者（所）は、マーク取得後も法令を遵守した適正な
事業運営を行い、利用者に対して良質なシルバーサービスを継続的、安定
的かつ効率的に提供していくことができるよう、常に認定基準（マネジメン
ト基準及びサービス基準）を満たし、引き続き水準の維持・向上に努める必
要があります。

認定事業の廃止のほか、次のような事実が発生したときは、その日
から30日以内に、その旨をシルバーサービス振興会理事長に届け
出てください。

認定を受けたシルバーマークの対象サービスが認定基準に違反し
ている場合や認定要件を欠いた場合、虚偽の申請その他シルバー
マーク制度の実施に支障を及ぼす行為を行った場合、認定委員会
において審査し、その審査結果に基づきシルバーサービス振興会
理事長が改善勧告または認定の取消を行います。

当会は、シルバーマークのある認定事業者（所）のサービスについて、利用
者から不満や疑問などが生じた場合の苦情処理体制を整えており、その際
は随時、サービス内容の検証を行います。

シルバーマークの認定基準には、制度保険が組み込まれており、対象サー
ビスには損害保険が付帯されます。シルバーマークの対象サービスが原因
となって事故が発生した場合は、速やかにシルバーサービス振興会と保険
会社に連絡してください。上記以外のその他重大な事故が発生した場合や
行政から勧告・起訴処分を受けた場合などは、速やかにその内容と結果を
報告してください。

1 申請準備 2 新規申請

3/15
5月下旬

5月
下旬6/1

2/10 6/1翌年
1月頃

申請準備 新規申請 審　　　　査 認 定 検 証 更新申請・審査
●お問い合わせ
まずは電話、Fax、e-mail
などで当会にご連絡くださ
い。必要な準備事項、書類
などを確認していただきま
す。当会より「申請の手引
き」をお送りしますので、準
備を進めてください。

●書類審査 ●シルバーマークの認定

●有効期間

提出された書類に基づき調査を
行います。必要に応じ、補完資料
の提出を求める場合があります。

●その他の調査
必要に応じて利用者やそ
の家族に対するアンケー
ト調査や自治体へのヒア
リングを行う場合があり
ます。

認定を受けた事業所ごと
にシルバーマーク認定証
を交付します。

認定を受けた
サービスについ
て、事業実態を
確認する必要
がある場合や
認定基準に触
れる事実が判
明した場合等、
必要に応じて
随時、検証を行
います。

7 更 新

シルバーマーク認定の有
効期間は認定日より2年間
です。

●実地調査
事業者調査…経営者に対するヒア
リングとマネジメント基準に係る
事前チェックリストの実践例に記
載された「確認可能な材料等」の
確認を行います。
事業所調査…管理者及び従事者
に対するヒアリングとサービス基
準に係る事前チェックリストに記
載された「確認可能な材料等」とそ
の達成度評価の確認を行います。

●審査
前述のさまざまな調査結
果をもとに、事業者のマ
ネジメント基準と事業所
のサービス基準の適合
状況について「シルバー
マーク基準認定委員会」
が審査を行います。

申請に必要な書類を作
成のうえ、当会に遠慮な
くご相談ください。

次回認定日の３か月
前の月の15日

3 審 査
●実地調査
●シルバーマーク基準認定委員会
の審査

4 シルバー
マーク認定

7 更新

●事前相談

シルバーマークの認定
日は年３回です。各認
定日の申請締切日まで
に、申請書類を完備し、
ご提出ください。

3/15・7/15
11/15

6/1・10/1
2/1

申請締切日

認定日

●書類審査・実地調査
シルバーマーク有効期
限（2年)の満了3ヵ月前
の月の10日までに、更新
申請をしてください（当
会より事前に案内をい
たします）。書類調査、実
地調査を初回審査と同
様に実施します。

●審査
前述の調査結果をもと
に、「シルバーマーク基準
認定委員会」が審査を行
います。

シルバー
マークを
更新認定
します

8 検 証

初回同様、必要
に応じて随時検
証を行います。

初　回（新規） 更　新

変更などの届出サービス水準の維持・向上

サービス内容等の検証

事故等があった場合の報告・届出 シルバーマークの取消

①氏名または名称、および住所の変更
②代表者、管理者およびサービス従事者の異動
③事業所の閉鎖または移転
④認定の返上
⑤その他、事業者の企業・団体再編などの場合

シルバー
マークの
更新認定

8 検証
当会より
更新申請
のご案内
をします

6 更新申請 6 審査

認定有効期限
の満３か月前の
月の10日が更
新申請

書類審査・
実地調査
をもとに
同委員会
が審査

締切日

スケジュール

①事業所に係る事前チェックリスト
②事業所計画概要
③事業所概要・実績報告書
④事業所職員名簿
⑤介護保険法に基づく指定通知書の
　写し
⑥事業所独自のパンフレット
⑦その他

■シルバーマーク認定期間中に必要なことは？ 

事業所関連事業者関連

サービス内容を検証し、２年ごとに更新するシステムになっています。

締
切
日

【問い合わせ】審査部
☎03-5276-1603

以降2年間は認定が有効
以降2年間は
認定が有効

5 検 証
随時行います

シルバーマークパンフ　P3-4【シルバーマークの認定方法と必要事項】
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「シルバーマーク」の認定方法と  必要事項 S tep 02
シルバーマークは
厳正な審査を経て、
認定・交付
されます。

■「シルバーマーク」の認定とスケジュール

■申請までに必要な準備は？

シルバーマーク認定基準に適合し
ているか否かは、書類による審査だ
けでなくシルバーサービス振興会調
査員の実地調査により厳正に審査
いたします。それらの結果に基づき、
消費者団体の代表、福祉・医療の専
門家、学識経験者などで構成する
「シルバーマーク基準認定委員会」
が最終審査を行い、シルバーマーク
を認定・交付します。

サービスの内容や手順、注意事項などを明記し
たマニュアルを申請時までに準備しましょう。

①事業者に係る事前チェックリスト
②事業概要報告書
③事業計画概要
④事業所一覧
⑤組織概要報告書
⑥代表者の履歴書
⑦登記簿謄本
⑧事業者の事業経歴書
⑨決算報告書
⑩事業者の理念が記載されている文書
⑪倫理規程・行動規範
⑫法令遵守マニュアル
⑬就業規則
⑭組織規程・職務分掌規程
⑮サービスのマニュアル
⑯利用者との契約書雛型・重要事項説
　明書見本
⑰パンフレット等
⑱その他

その他、サービス形態により、業務の一部を
他に業務委託している場合はその委託契
約書（福祉用具貸与サービス）、最近1ヵ月
に作成された在宅配食サービスの献立表
（在宅配食サービス）などがあります。更新
認定、追加認定はこの限りではありません。

シルバーマーク申請時に必要な書類

マニュアルの作成

シルバーマークの認定基準には、各種サービス
ごとに看護師や当会の指定研修を修了した専門
職の配置が規定されています。

職員の配置

職員採用時（配置時）には、必要な従事者研修を
実施することが義務づけられています。各種サー
ビスごとに行い、当会指定の研修機関の利用の
場合もあります。

研修の実施

各サービスごとに内容は異なり、例えば事務所、
店舗および品ぞろえ、移動入浴車、保管庫の整
備などが必要です。

必要な体制の整備

申請事業者は、申請受付可能の連絡を受けた
ら、申請手数料45,000円を当会に支払います。
このほかに認定手数料や実地調査費及び賠償
責任保険加入に関わる保険料があります。

申請費用

1 2 3 4 5 6

シルバーマーク認定事業者（所）は、マーク取得後も法令を遵守した適正な
事業運営を行い、利用者に対して良質なシルバーサービスを継続的、安定
的かつ効率的に提供していくことができるよう、常に認定基準（マネジメン
ト基準及びサービス基準）を満たし、引き続き水準の維持・向上に努める必
要があります。

認定事業の廃止のほか、次のような事実が発生したときは、その日
から30日以内に、その旨をシルバーサービス振興会理事長に届け
出てください。

認定を受けたシルバーマークの対象サービスが認定基準に違反し
ている場合や認定要件を欠いた場合、虚偽の申請その他シルバー
マーク制度の実施に支障を及ぼす行為を行った場合、認定委員会
において審査し、その審査結果に基づきシルバーサービス振興会
理事長が改善勧告または認定の取消を行います。

当会は、シルバーマークのある認定事業者（所）のサービスについて、利用
者から不満や疑問などが生じた場合の苦情処理体制を整えており、その際
は随時、サービス内容の検証を行います。

シルバーマークの認定基準には、制度保険が組み込まれており、対象サー
ビスには損害保険が付帯されます。シルバーマークの対象サービスが原因
となって事故が発生した場合は、速やかにシルバーサービス振興会と保険
会社に連絡してください。上記以外のその他重大な事故が発生した場合や
行政から勧告・起訴処分を受けた場合などは、速やかにその内容と結果を
報告してください。

1 申請準備 2 新規申請

3/15
5月下旬

5月
下旬6/1

2/10 6/1翌年
1月頃

申請準備 新規申請 審　　　　査 認 定 検 証 更新申請・審査
●お問い合わせ
まずは電話、Fax、e-mail
などで当会にご連絡くださ
い。必要な準備事項、書類
などを確認していただきま
す。当会より「申請の手引
き」をお送りしますので、準
備を進めてください。

●書類審査 ●シルバーマークの認定

●有効期間

提出された書類に基づき調査を
行います。必要に応じ、補完資料
の提出を求める場合があります。

●その他の調査
必要に応じて利用者やそ
の家族に対するアンケー
ト調査や自治体へのヒア
リングを行う場合があり
ます。

認定を受けた事業所ごと
にシルバーマーク認定証
を交付します。

認定を受けた
サービスについ
て、事業実態を
確認する必要
がある場合や
認定基準に触
れる事実が判
明した場合等、
必要に応じて
随時、検証を行
います。

7 更 新

シルバーマーク認定の有
効期間は認定日より2年間
です。

●実地調査
事業者調査…経営者に対するヒア
リングとマネジメント基準に係る
事前チェックリストの実践例に記
載された「確認可能な材料等」の
確認を行います。
事業所調査…管理者及び従事者
に対するヒアリングとサービス基
準に係る事前チェックリストに記
載された「確認可能な材料等」とそ
の達成度評価の確認を行います。

●審査
前述のさまざまな調査結
果をもとに、事業者のマ
ネジメント基準と事業所
のサービス基準の適合
状況について「シルバー
マーク基準認定委員会」
が審査を行います。

申請に必要な書類を作
成のうえ、当会に遠慮な
くご相談ください。

次回認定日の３か月
前の月の15日

3 審 査
●実地調査
●シルバーマーク基準認定委員会
の審査

4 シルバー
マーク認定

7 更新

●事前相談

シルバーマークの認定
日は年３回です。各認
定日の申請締切日まで
に、申請書類を完備し、
ご提出ください。

3/15・7/15
11/15

6/1・10/1
2/1

申請締切日

認定日

●書類審査・実地調査
シルバーマーク有効期
限（2年)の満了3ヵ月前
の月の10日までに、更新
申請をしてください（当
会より事前に案内をい
たします）。書類調査、実
地調査を初回審査と同
様に実施します。

●審査
前述の調査結果をもと
に、「シルバーマーク基準
認定委員会」が審査を行
います。

シルバー
マークを
更新認定
します

8 検 証

初回同様、必要
に応じて随時検
証を行います。

初　回（新規） 更　新

変更などの届出サービス水準の維持・向上

サービス内容等の検証

事故等があった場合の報告・届出 シルバーマークの取消

①氏名または名称、および住所の変更
②代表者、管理者およびサービス従事者の異動
③事業所の閉鎖または移転
④認定の返上
⑤その他、事業者の企業・団体再編などの場合

シルバー
マークの
更新認定

8 検証
当会より
更新申請
のご案内
をします

6 更新申請 6 審査

認定有効期限
の満３か月前の
月の10日が更
新申請

書類審査・
実地調査
をもとに
同委員会
が審査

締切日

スケジュール

①事業所に係る事前チェックリスト
②事業所計画概要
③事業所概要・実績報告書
④事業所職員名簿
⑤介護保険法に基づく指定通知書の
　写し
⑥事業所独自のパンフレット
⑦その他

■シルバーマーク認定期間中に必要なことは？ 

事業所関連事業者関連

サービス内容を検証し、２年ごとに更新するシステムになっています。

締
切
日

【問い合わせ】審査部
☎03-5276-1603

以降2年間は認定が有効
以降2年間は
認定が有効

5 検 証
随時行います

シルバーマークパンフ　P3-4【シルバーマークの認定方法と必要事項】
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シルバーマーク制度における  認定基準 S tep 0３
シルバーマークパンフ　P5-6【認定基準】

6 7

マネジメント基準
シルバーサービス振興会が定めた介護経営品質指
標のうち、右記６項目をマネジメント基準として体系
化しています。この基準を介護サービス事業者の本
社・本部等に適用することで、介護サービス事業者
（所）の品質管理マネジメントのチェック機能を強化
しています。（平成21年5月から適用された改正介護保険法の
法令順守の強化の流れにも合致しています）

サ
ー
ビ
ス
基
準

1
利用者の尊厳の重視
利用者の尊厳を守り、利用者
の視点からサービスの見直し
を行っている。

地域社会に積極的に働きか
け、交流・連携・協働等のパー
トナーシップを構築している。

2
地域とのパートナーシップ

■介護サービス事業所に対する５つの在宅サービス基準

■本社・本部に対するマネジメント基準

※今後シルバーサービスの拡大とともにマークの種類を増やす予定です。

サービスプロセスを標準化し、
業務の効率化をはかり、継続的
な質の向上に自主的に取り組
んでいる。

3
継続的質改善の取り組み

高い倫理観に基づき法令を遵
守し、社会の信頼をえられる
ようつとめている。

4
コンプライアンスの徹底

従業員を大切にし、高い意欲
と能力をもった人材が育成さ
れ定着する職場環境を整え
ている。

5
従業員重視

経営者および現場管理者の強
いリーダーシップによって高い
経営品質を実現し、安定的な
サービス提供につとめている。

6
リーダーシップ

シルバーマークの対象には下記の５つの　　　 在宅サービスがあり、それぞれについて認定基準が設けられています。

●適切な人員配置
・サービス実施について総合的な指揮・
監督を行う管理者が配置されている。
・サービス従事者として、栄養士、調理
部門責任者、調理師、調理作業員、配食
部門責任者及び配食作業員が確保さ
れている。
・調理施設毎に調理部門責任者、調理師
及び、調理作業員が配置されている。
・配食拠点毎に配食部門責任者及び配
食作業員が配置されている。

●適切な人員配置
・サービス従事者として、福祉用具専
門相談員が事業所毎に常勤換算方法
で２名以上配置されている。

●適切な人員配置
・サービス従事者として、福祉用具専
門相談員が事業所毎に常勤換算方法
で２名以上配置されている。
・サービス従事者として、福祉用具配
送責任者が配置されている。
・サービス従事者として、福祉用具消
毒責任者が配置されている。

●適切な人員配置
・訪問入浴サービス実施に当たっては、
１回の訪問につき看護師を含むサー
ビス従事者３名以上を持って行われ、
これらの者のうち１名が当該サービ
ス提供の責任者とされている。

●適切な人員配置
・サービス従事者として保健師、看護
師又は介護福祉士及び訪問介護員等
が配置されている。

・人権尊重 
・個人情報保護 
・利用者重視 
・安定的なサービス提供の確保 

・地域との協力 ・サービスプロセスの標準化 
・継続的質改善 
・技術変革（イノベーション）
 に関する取り組み 

・コンプライアンス体制の構築
・透明性の確保 

・人材確保 
・人材育成 
・労務管理 

・職場環境 
・従業員満足

・理念と価値 
・従業員への動機づけ 
・管理者のリーダーシップ
・目標管理
・経営者および管理者の評価

●設備・器具・器具類等安全・衛生対策
・調理に用いる設備・器具類等は、食
材の調理、加工、運搬等に配慮した
ものであり、建物の構造、食品取扱
設備、給水、汚物処理、清掃及び洗浄
方法その他食品衛生法に基づく条
件が満たされている。

●用品の安全・衛生対策
・福祉用具の消毒、保管、及び運搬に
当たっては、安全及び衛生に関する
注意が払われている。

●用品の安全・衛生対策
・福祉用具及び設備機材の消毒、保
管、運搬及び点検に当たっては、安
全衛生管理基準が遵守されている。

●用品の安全・衛生対策
・設備・器具類は安全衛生基準を充た
したものが使用されている。
・設備・器具類の管理は、安全衛生管
理基準が遵守されている。

●用品の安全・衛生対策
・清拭に用いるタオル等利用者の皮
膚に直接接触する用品類は、個々の
サービスごとに洗浄された安全・清
潔なものが使用されている。

職員の
研修・教育 適正な表示・契約 指定基準 サービスの適切な提供サービスの適切な提供
職員の研修・教育 指定基準の遵守 サービス体制と手順適切な表示 適切な契約 サービス提供に当たっての安全・衛生対策サービス運営

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。
●福祉用具の提供
・福祉用具の開発動向を踏まえ、良質な福祉用具の提供に努
めている。

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。
●献立等の開発及び献立表の作成
・献立又は調理方法を開発する場合、必要に応じ医師、管理栄
養士と連携を保ち、高齢者等が食することに配慮しつつ、栄
養士が中心となり行われている。
・高齢者等が自らの食生活の管理を行いやすくするため、エネ
ルギー、ナトリウム等の量を表示した献立表を作成し、利用者
等に対し事前に配布されている。

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。
●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。

●金銭管理
・利用者の金銭管理に関して、訪問介護員の質を確保するた
めの仕組みがある。
・利用者ごとの金銭管理の記録を行っている。
●鍵の管理
・利用者の鍵の管理に関して、訪問介護員の質を確保する仕
組みがある。
・利用者ごとの鍵の管理に関する預り証の控えがある。

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。

●福祉用具の提供
・福祉用具の開発動向を踏まえ、良質な福祉用具の提供に努
めている。
・同種の福祉用具においても利用者の多様性及び状態の変
化に対応しうる多様な品揃えに努めている。

●福祉用具の展示等
・本サービスの対象となる福祉用具の種類は日常生活全般
に及び様々な種類があることから、多様な品揃えに努めて
いる。
・利用者が適切に福祉用具の選定ができるよう必要な展示ス
ペースが確保され、適切な展示がなされている。
●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。
●個々の福祉用具管理
・福祉用具ごとの履歴の管理を行っている。

●福祉用具の展示等
・本サービスの対象となる福祉用具の種類は日常生活全般に
及び様々な種類があることから、多様な品揃えに努めている。
・利用者が適切に福祉用具の選定ができるよう必要な展示ス
ペースが確保され、適切な展示がなされている。
●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。

・高齢者等の選択の幅を広げるため、複数の献立又は調理方
法の提供が可能な場合には、献立表にその旨が明示されて
いる。
●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。

●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。

●介護保険の指
定基準を満た
していること
・人員、設備及び
運営に関する
介護保険の指
定基準を満た
している。

●適切な契約の
遵守
・当会が定める
契約に関し守
るべき事項が
遵守されてい
る。

●適切な契約の
遵守
・当会が定める
契約に関し守
るべき事項が
遵守されてい
る。

●適切な表示の
遵守
・当会が定め
る表示に関し
守るべき事項
が遵守されて
いる。

●指定研修の
　実施
・サービス従事
者に対し採用
時研修が行わ
れている。
・サービス従事
者に対し採用
後研修が行わ
れている。

●指●指
　実
・
者
時
れ
・
者
後
れ

訪問介護
サービス

訪問入浴
介護
サービス

福祉用具
貸与
サービス

福祉用具
販売
サービス

在宅配食
サービス

平成元年7月よりスタート

平成2年7月よりスタート

平成元年7月よりスタート

平成6年10月よりスタート

平成8年5月よりスタート

※サービスの開始後において、福祉用具専門相談員は原則とし
て3ヵ月に１回以上電話等で連絡を行い、必要に応じ訪問し
た上で、利用者の適合状況を確認し、結果を記録しておくこと。
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シルバーマーク制度における  認定基準 S tep 0３
シルバーマークパンフ　P5-6【認定基準】

6 7

マネジメント基準
シルバーサービス振興会が定めた介護経営品質指
標のうち、右記６項目をマネジメント基準として体系
化しています。この基準を介護サービス事業者の本
社・本部等に適用することで、介護サービス事業者
（所）の品質管理マネジメントのチェック機能を強化
しています。（平成21年5月から適用された改正介護保険法の
法令順守の強化の流れにも合致しています）

サ
ー
ビ
ス
基
準

1
利用者の尊厳の重視
利用者の尊厳を守り、利用者
の視点からサービスの見直し
を行っている。

地域社会に積極的に働きか
け、交流・連携・協働等のパー
トナーシップを構築している。

2
地域とのパートナーシップ

■介護サービス事業所に対する５つの在宅サービス基準

■本社・本部に対するマネジメント基準

※今後シルバーサービスの拡大とともにマークの種類を増やす予定です。

サービスプロセスを標準化し、
業務の効率化をはかり、継続的
な質の向上に自主的に取り組
んでいる。

3
継続的質改善の取り組み

高い倫理観に基づき法令を遵
守し、社会の信頼をえられる
ようつとめている。

4
コンプライアンスの徹底

従業員を大切にし、高い意欲
と能力をもった人材が育成さ
れ定着する職場環境を整え
ている。

5
従業員重視

経営者および現場管理者の強
いリーダーシップによって高い
経営品質を実現し、安定的な
サービス提供につとめている。

6
リーダーシップ

シルバーマークの対象には下記の５つの　　　 在宅サービスがあり、それぞれについて認定基準が設けられています。

●適切な人員配置
・サービス実施について総合的な指揮・
監督を行う管理者が配置されている。
・サービス従事者として、栄養士、調理
部門責任者、調理師、調理作業員、配食
部門責任者及び配食作業員が確保さ
れている。
・調理施設毎に調理部門責任者、調理師
及び、調理作業員が配置されている。
・配食拠点毎に配食部門責任者及び配
食作業員が配置されている。

●適切な人員配置
・サービス従事者として、福祉用具専
門相談員が事業所毎に常勤換算方法
で２名以上配置されている。

●適切な人員配置
・サービス従事者として、福祉用具専
門相談員が事業所毎に常勤換算方法
で２名以上配置されている。
・サービス従事者として、福祉用具配
送責任者が配置されている。
・サービス従事者として、福祉用具消
毒責任者が配置されている。

●適切な人員配置
・訪問入浴サービス実施に当たっては、
１回の訪問につき看護師を含むサー
ビス従事者３名以上を持って行われ、
これらの者のうち１名が当該サービ
ス提供の責任者とされている。

●適切な人員配置
・サービス従事者として保健師、看護
師又は介護福祉士及び訪問介護員等
が配置されている。

・人権尊重 
・個人情報保護 
・利用者重視 
・安定的なサービス提供の確保 

・地域との協力 ・サービスプロセスの標準化 
・継続的質改善 
・技術変革（イノベーション）
 に関する取り組み 

・コンプライアンス体制の構築
・透明性の確保 

・人材確保 
・人材育成 
・労務管理 

・職場環境 
・従業員満足

・理念と価値 
・従業員への動機づけ 
・管理者のリーダーシップ
・目標管理
・経営者および管理者の評価

●設備・器具・器具類等安全・衛生対策
・調理に用いる設備・器具類等は、食
材の調理、加工、運搬等に配慮した
ものであり、建物の構造、食品取扱
設備、給水、汚物処理、清掃及び洗浄
方法その他食品衛生法に基づく条
件が満たされている。

●用品の安全・衛生対策
・福祉用具の消毒、保管、及び運搬に
当たっては、安全及び衛生に関する
注意が払われている。

●用品の安全・衛生対策
・福祉用具及び設備機材の消毒、保
管、運搬及び点検に当たっては、安
全衛生管理基準が遵守されている。

●用品の安全・衛生対策
・設備・器具類は安全衛生基準を充た
したものが使用されている。
・設備・器具類の管理は、安全衛生管
理基準が遵守されている。

●用品の安全・衛生対策
・清拭に用いるタオル等利用者の皮
膚に直接接触する用品類は、個々の
サービスごとに洗浄された安全・清
潔なものが使用されている。

職員の
研修・教育 適正な表示・契約 指定基準 サービスの適切な提供サービスの適切な提供
職員の研修・教育 指定基準の遵守 サービス体制と手順適切な表示 適切な契約 サービス提供に当たっての安全・衛生対策サービス運営

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。
●福祉用具の提供
・福祉用具の開発動向を踏まえ、良質な福祉用具の提供に努
めている。

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。
●献立等の開発及び献立表の作成
・献立又は調理方法を開発する場合、必要に応じ医師、管理栄
養士と連携を保ち、高齢者等が食することに配慮しつつ、栄
養士が中心となり行われている。
・高齢者等が自らの食生活の管理を行いやすくするため、エネ
ルギー、ナトリウム等の量を表示した献立表を作成し、利用者
等に対し事前に配布されている。

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。
●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。

●金銭管理
・利用者の金銭管理に関して、訪問介護員の質を確保するた
めの仕組みがある。
・利用者ごとの金銭管理の記録を行っている。
●鍵の管理
・利用者の鍵の管理に関して、訪問介護員の質を確保する仕
組みがある。
・利用者ごとの鍵の管理に関する預り証の控えがある。

●サービス実施マニュアルの整備
・サービス実施マニュアルが定められ、遵守されている。

●福祉用具の提供
・福祉用具の開発動向を踏まえ、良質な福祉用具の提供に努
めている。
・同種の福祉用具においても利用者の多様性及び状態の変
化に対応しうる多様な品揃えに努めている。

●福祉用具の展示等
・本サービスの対象となる福祉用具の種類は日常生活全般
に及び様々な種類があることから、多様な品揃えに努めて
いる。
・利用者が適切に福祉用具の選定ができるよう必要な展示ス
ペースが確保され、適切な展示がなされている。
●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。
●個々の福祉用具管理
・福祉用具ごとの履歴の管理を行っている。

●福祉用具の展示等
・本サービスの対象となる福祉用具の種類は日常生活全般に
及び様々な種類があることから、多様な品揃えに努めている。
・利用者が適切に福祉用具の選定ができるよう必要な展示ス
ペースが確保され、適切な展示がなされている。
●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。

・高齢者等の選択の幅を広げるため、複数の献立又は調理方
法の提供が可能な場合には、献立表にその旨が明示されて
いる。
●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。

●賠償資力の確保
・損害賠償が迅速かつ円滑に行えるよう賠償責任保険に加
入する等賠償資力の確保に努めている。

●介護保険の指
定基準を満た
していること
・人員、設備及び
運営に関する
介護保険の指
定基準を満た
している。

●適切な契約の
遵守
・当会が定める
契約に関し守
るべき事項が
遵守されてい
る。

●適切な契約の
遵守
・当会が定める
契約に関し守
るべき事項が
遵守されてい
る。

●適切な表示の
遵守
・当会が定め
る表示に関し
守るべき事項
が遵守されて
いる。

●指定研修の
　実施
・サービス従事
者に対し採用
時研修が行わ
れている。
・サービス従事
者に対し採用
後研修が行わ
れている。

●指●指
　実
・
者
時
れ
・
者
後
れ

訪問介護
サービス

訪問入浴
介護
サービス

福祉用具
貸与
サービス

福祉用具
販売
サービス

在宅配食
サービス

平成元年7月よりスタート

平成2年7月よりスタート

平成元年7月よりスタート

平成6年10月よりスタート

平成8年5月よりスタート

※サービスの開始後において、福祉用具専門相談員は原則とし
て3ヵ月に１回以上電話等で連絡を行い、必要に応じ訪問し
た上で、利用者の適合状況を確認し、結果を記録しておくこと。



シルバーマークは歴史と実績に支えられた

「安心と信頼」のブランド

「良質な介護サービス」を提供する事業所の証明です。

シルバーサービスの安心と信頼の証、シルバーマーク

社団法人 シルバーサービス振興会

福祉用具貸与サービス

訪問入浴介護サービス

在宅配食サービス

福祉用具販売サービス

訪問介護サービス

シルバーマークパンフ　表 1_ 表 4

〒102-0083 東京都千代田区麹町3-1-1 麹町311ビル
Tel. 03-5276-1600（代） Fax. 03-5276-1601 URL. http://www.espa.or.jp/

審査部 03-5276-1603

社団法人 シルバーサービス振興会
ELDERLY SERVICE PROVIDERS ASSOCIATION

　我が国は、人口の急速な高齢化によって人類がかつて経験したこと
のない高齢化社会への変貌を続ける。この変貌する高齢社会を、常に
活力あるものにすることが社会全体に課された大きな課題である。
　この高齢社会を活力あるものとして維持、発展させるためには、高齢
者を健康面、経済面をはじめ、生活の各局面での不安から解放すること
はもとより、高齢者に就労等社会活動への参加も含めて、生きがいのあ
る生活を確保していかなければならない。一方、高齢者のニーズは、家
族形態等の変化のほか年金制度の成熟もあって益々増大し、多様化か
つ多層化していく。この増大し多様化、多層化する高齢者のニーズに対

応するには、基礎的な公的施策の一層の推進にとどまらず、高齢期に備
えて提供されるものを含め、ハード、ソフト両面にわたりサービスの多面
的な供給体制の確立が必要不可欠である。そのためには、公的施策と
創造性・効率性をもった民間サービスとが互いに役割を分担しあい、そ
れぞれの役割を果たすよう努めることが社会的に必要である。
　シルバーサービス振興会会員は、このような社会的責務を自覚し、高
齢者本位のシルバーサービスの提供を行い、シルバーサービスに対す
る社会の信頼を確保し、その健全な発展を図るために会員が守るべき
基本的事項について、倫理綱領として以下の項目を定める。

シルバーマーク認定事業者が守るべき倫理綱領（昭和63年5月策定）

衛生的な福祉用具を提供することで、他業者との差別化を図る

福祉用具の消毒工程管理認定制度をご存知ですか？

　福祉用具貸与サービスの質を確保す
るためには、商品の回収・消毒・保管・納
品といった一連の作業工程における安
全衛生管理が不可欠です。
　「福祉用具の消毒工程管理認定制
度」は、福祉用具の安全衛生管理が適
切に行われていることを第三者が確認
し、その結果を利用者に表示すること
で、適切に衛生管理された福祉用具を
提供する事業所であることを証明する
仕組みです。

食の安全、感染症対策など、安全で衛生的な
商品を選ぶことに主眼をおく利用者が急増す
る中、適切に衛生管理された福祉用具である
ことを、利用者にアピールすることができます。
①消毒効果については、専門的な検証をして
います
②専門家が審査しています
③消毒の各工程の履歴管理（トレーサビリ
ティ：traceability）を重視しています

安心と信頼の

消毒工程管理
認定マーク

消　　　 毒

http://www.espa.or.jp/
消毒工程管理認定マーク詳しくは

どのような制度なの？ 「消毒工程管理認定マーク」取得のメリットどのような制度なの？ 「消毒工程管理認定マーク」取得のメリット

（2009.12）

理 念 社会の信頼の確保 教育資質の向上 情報提供・表示の適正化

法令・基準の遵守 苦情の処理 禁止事項 所属員及び系列下の指導

http://www.espa.or.jp/
シルバーマーク制度シルバーマークに

ついては

シニアの暮らしに
役立つ情報は http://www.sil-navi.com/

知るNAVI

納品

保管
福祉用具の
消毒工程
管理の流れ

保守
点検

消毒

洗浄

点検

回収
新しい
利用者 利用者

認定事業所は、原則として対象と
なる福祉用具の梱包資材に認定
シールを貼付します。そのため、福
祉用具の利用者は、納品時に安全
で衛生的な福祉用具であることが
確認できます。

認定シールはここに貼られています。
この福祉用具は「福祉用具の消
毒工程管理認定基準」に適合
した消毒工程を経たものです。
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